
2    目  標  達  成  計  画
事業所名　グループホームなの花
作成日：　平成30年5月1日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組み内容

1 ご家族と過ごし楽しむ機会が少ない。
施設での生活やご本人の様子等を理解して
頂くため、家族と共に過ごせる行事の計画。

○行事への積極的な参加呼びかけを行う
・夏祭り　・敬老会　・カラオケ大会
・新年会

12 か月

2
集団生活の中で利用者様の主体性が薄れが
ちであり、個々の生活歴や得意な分野が活か
されていない。

自然と親しみ、野菜の植え付けから収穫、調
理、保存まで知識や経験を活かし喜びや、達
成感を持って頂けるよう利用者間の交流を図
る。

○植え付けから収穫まで一貫して行う
・スイカ、トマト、キュウリ、ナス、トウモロコシ、
　枝豆、イチジク等栽培
　5～10月

6 か月

3
地域とのつながりを深めるため、町内会活動
の一環として計画。

日常的な散歩コースとなっている仙北公園の
一角に四季の花を植える。
水やりや草取り等の管理を行い、施設に対す
る地域住人の理解と協力を得る。

○地域の子供達が集う公園に四季の花を植
え、きれいで明るい町作りを行う
・マリーゴールド、日日草、サルビア、ベコニア
等

6 か月

4
加齢による筋力低下の為、音楽体操、歩行運
動を励行しているが馴染みがない音楽では
関心が薄い利用者もいる。

馴染みのある曲に乗り楽しい気分で筋力アッ
プを図る。

○無理なく筋力低下予防の励行
・ラジオ体操は馴染みがあり参加しやすい
為、一日4回の音楽体操、歩行運動のうち1回
はラジオ体操を取り入れる。
・繰り返し行う事で音楽に馴染んで頂く。

12 か月

5
業務のマンネリ化と固定観念があり、効率的
に要領よく（臨機応変）に仕事ができない。

仕事にメリハリをつけ、業務内容のレベルアッ
プを図る。

○職員が一息つける時間を確保する
・和室を休憩室として活用する

12 か月

6

当地は水害浸水予測地域に入っている。避
難場所、避難経路マニュアルを作成。防災備
品を備え訓練をしているが防災備品の内容、
備蓄場所の周知徹底が必要である。

防災に対する意識を養い災害発生時に必要
な生活用品を見直し備蓄内容、備蓄場所を職
員全員が周知し災害時でも衛生的に過ごせ
る。

○衛生用品内容と備蓄品の保管場所を周知
徹底
・トイレットペーパー、手袋、おしりふき、おむ
つ、リハパン、ごみ袋、常用マスク、非常用簡
易トイレ等以外に感染症対応新型インフルエ
ンザ用のマスク、ゴーグル、ガウン、エプロン

12 か月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合ったものです。
また、課題等は、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を掲げております。

【目標達成計画】　
目標達成に
要する期間
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